
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
熊本県立天草高等学校 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
三網領「正大・剛健・寛厚」のもと、求めて学び志を成す「地球（知究）市民」の育成を

目指す。全日・定時・倉岳相互の連携を図りながら、しなやかで豊かな人間性の育成と、保
護者・地域が信頼を寄せる学校づくりを推進する。 

 

２ 本年度の重点目標 
(1)基礎学力定着と主体的な学び支援 (2)適応指導と生きる力育成 (3)キャリア教育の推進
(4)自己肯定感と協働性の育成 (5)健康と安全への行動力育成 (6)SDGs視点の生涯学習基
盤づくり。(7)地域との連携 (8)生徒一人ひとりの心の教育の充実 (9)働き方改革の推進 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

・魅力ある
学校づく
り 

 

・学校行事等の充
実は図られたか
。 

・学校行事に参
加する生徒の
割合は、８割
以上を目指す
。 

 

・行事内容の
工夫・精選
を図る。 

・生徒が参加
しやすい環
境の整備を
図る。 

・生徒との対
話・指導の
充実を図る
。 

  
 Ｂ 

・予定どおり学校行
事を実施すること
ができた。 

・主な行事への参加
率は、「定通体育
大会」91.7％、「
定通文化大会」83.
3％、「教育の日コ
ンサート」87.5％
だった。 

・安心・安全な学
習環境は確立で
きたか。 

 

・生徒一人ひと
りが安心して
授業に参加で
きるように、
日々の学習環
境を整える。 

・すべての職
員が、生徒
にとって信
頼できる大
人になれる
ように、授
業改善に努
め声かけな
どを行う。 

 
Ａ 

・授業改善について
、学校評価アンケ
ート（生徒）質問
２１「本校の先生
方は、責任を持っ
て、授業やその他
の仕事に当たって
いる。」は平均3.3
で過去５年間で最
も高い評価を得て
いる。学校評価ア
ンケート（生徒）
のほぼすべての項
目で、過去回の平
均を上回っており
、授業やHR等の活
動を通した先生と
生徒との信頼関係
の構築が、安心し
て授業に参加でき
る環境整備に繋が
っている。一方で
、学校評価アンケ
ート（職員）質問
６「本校は、授業
の工夫・改善によ
り、わかる授業の
実践に努めている
」は平均3.0で過去
回の結果を下回っ
ている。わかる授
業実践もさること
ながら、生徒が授
業で分かったとい
うことが、教師に
フィードバックさ
れる仕組みや指標
等がないことが課



題の１つである。 
・不祥事防

止及び地
域・保護
者・生徒
の信頼と
期待に応
える教育
活動 

 

・日頃の危機管理
意識の向上及び
実践はできたか
。 

 

・全日制・倉岳
校の状況を参
考にし、定期
考査及び入試
事務処理等の
個人情報管理
を徹底する。 

・不祥事を「０
」にする。 

・個人情報管
理の共通理
解事項につ
いて、職員
研修等を実
施・確認し
ながら全職
員が共有す
る。 

・不祥事防止
テキストを
基に確実に
実行する。 

 
 Ｂ 

・個人情報管理につ
いては１月までに
４回、Classroom 
の「課題」機能を
使って資料提示や
調査を行い、職員
間で個人情報管理
に関する共通理解
を深めることがで
きた。特に、オン
ラインサービスへ
個人情報を投稿し
ないという基本ル
ールの周知が進み
、情報管理への意
識向上につながっ
た。 

・不祥事防止につい
ても、Classroom 
の「課題」を活用
した４回の研修を
通して資料や記事
を基に検討を行い
、職員の規範意識
を高めることがで
きた。具体事例の
検討により、一人
ひとりが不祥事の
リスクを自覚し、
行動規範の確認に
つながった。 

・教育活動の公開
は十分か。 

・広報誌の発行
をする。 

・ホームページ
の充実を図る
。 

・公開授業の実
施する 。 

・「定時制新
聞」を年５
回発行する
。 

・日々の学校
行事や話題
をホームペ
ージに掲載
する。 

・振興会総会
の際に、学
校評価アン
ケートの結
果を公開し
、授業参観
する。 

  
 B 

・「定時制新聞」は
、年５回の発行予
定に対して３月の
発行を残すだけに
なった。 

・ホームページに毎
日学校行事等を投
稿して情報発信を
行うことができ、
閲覧数も１日平均
２００件以上と安
定している。 

・振興会総会への保
護者の出席率は昨
年同様3割程度だっ
た。昨年度課題で
あった授業参観は
小数だが参加が見
られた。 

・学校改革 

  
・校務改革は図ら

れたか。 
 

・勤務環境を改
善し、協働体
制を整え、業
務の効率化に
取り組む。 

・「学校ＤＸ化
」に向け、ペ
ーパーレス化
を目指す。 

・意見を出し
合い課題を
認識すると
共に全職員
で共有・改
善する。 

・ＤＸ化に取
り組むこと
で、職員の
負担軽減を
図り、各会
議等の資料
はデジタル
化しクロー

 
 Ｂ 

・労安懇話会を2ヶ月
に１回実施し、校
長・教頭・衛生推
進員２名で勤務時
間の分析や職員ア
ンケートを基に協
議を行った。協議
内容は全職員に共
有され、事務職員
業務の見直しや時
差出勤の改善など
、働きやすい職場
環境づくりに一定
の成果が見られた



ムブック活
用の定着を
図る。 

。 
・会議資料のデジタ

ル化を進め、パソ
コンでの資料閲覧
を基本とする運用
へ移行したことで
、会議準備の効率
化や保管・共有の
容易さが向上し、I
CT活用意識の向上
にもつながった。
一方で、印刷用紙
の使用量は昨年度
比約６％増加して
おり、デジタル閲
覧が十分に定着し
ていない状況がう
かがえる。今後は
、デジタル資料活
用の徹底や、印刷
最小化のルール再
確認など、より実
効性ある取組が求
められる。 

・授業改革は図ら
れたか。 

 

・新学習指導要
領施行をふま
えて、理解力
や特性に応じ
て、より質の
高い教育を提
供する。 

・授業と評価
の一体化を
意識して、
効果的な指
導のあり方
や教材研究
、生徒理解
に取り組み
、授業と評
価の改善を
図る。 

  
 Ａ 

・授業評価アンケー
ト（生徒）質問２
「課題や提出物は
期限を守って提出
している」は平均3
.47で、昨年度の平
均をわずかに上回
った。定期考査で
のアウトプットが
苦手であっても、
日々の授業での取
組や課題の提出等
が、評価に繋がっ
ているということ
が生徒にも浸透し
つつある。同質問5
「先生の声は聞き
取りやすい」、同
質問6「先生の板書
は見やすい」、同
質問9「先生の説明
は分かりやすい」
、同質問10「授業
の中で大事なこと
や覚えるべきこと
は、はっきりして
いる」はいずれも
昨年度の平均を上
回っている。 

・業務改善
及び働き
方改革 

・勤務超過時間の
短縮は図られた
か。 

 

・教職員の勤務
時間外在校時
間を年間平均
月１５時間以
内にする。 

・年間１５日以
上の年休取得
を、目指す。 

・労安懇話会
を通じて、
常に職員の
勤務時間を
チェックし
、呼びかけ
る。 

・長期休業中
の年休取得
しやすい行
事日程を計
画する。夏

 
 Ａ 

・勤務時間外在校時
間は４月から１２
月までで月平均１
１時間５７分、昨
年度が月平均１４
時間３０分であり
２時間半ほど削減
できている。 

・年間年休取得に関
しては、職員会議
等を長期休業前に
実施、また、考査



季休業中の
学校閉庁日
（４日間）
を設ける。
併せて、時
間外勤務時
間が長い職
員には、個
別に助言等
を行う。 

期間中も早期退勤
を促した。令和７
年１月から１２月
までの年休所得平
均は、１５．５日
であった。 

 
学力  
向上 
 

・主体的に
学習する
習慣・態
度の育成 

 
 

・積極的な授業参
加は図られたか
。 

 

・学びのＵＤ化
を取り入れた
、分かる授業
を提供する。
授業でのやり
取りなどをと
おして、生徒
との良好な関
係を構築し、
積極的な授業
参加を図る。 

・欠席の多い
生徒につい
ては職員間
で情報を共
有する。Ｓ
ＣやＳＳＷ
、市役所な
どの行政、
ハローワー
ク等の関係
機関と連携
を図り、様
々な支援の
あり方につ
いて検討す
る。 

  
 Ｂ 

・職員連絡会（毎日
）や生徒連絡会（
月１回）を通じて
、すべての職員で
情報を共有しなが
ら、丁寧な生徒対
応を心がけた。ま
た、SC面談（月１
回）に加えて、入
学者全員と年度当
初に個別面談を実
施した。課題を抱
えた生徒について
は、外部機関とも
連携し、適切な支
援体制の構築を図
った。授業参加に
ついては、授業評
価アンケート（生
徒）質問１「授業
にはいつも積極的
に取り組んでいる
。」は平均3.39で
、昨年度の平均に
は至らなかった。
学びのUD化につい
ては、教師同士、
生徒同士、教師と
生徒が同じ認識の
もとに足並みをそ
ろえて、学校生活
を送れるようなも
のを、来年度から
の実施を視野に検
討中である。 

・学習習慣の確立
は図られたか。 

 

・授業時のプリ
ント教題や基
礎学力向上の
ための課題の
進捗状況や提
出状況を確認
することで、
時期に応じた
学習を意識づ
ける。 

・授業時のプ
リント教材
や基礎学力
向上のため
の課題など
は、時期を
定めて回収
・点検する
。学習の進
捗状況を振
り返らせて
、学びを調
整するよう
に促す。必
要に応じて
始業前に上
級学校進学
のための課
外や個別の
補充的な学

  
 Ｃ 

・課題提出について
は、(学校改革「授
業改革は図られた
か」と同じ）補充
的な学習について
は、定期考査前に
は、欠席の多い生
徒に対して、個別
指導を行った。ま
た、授業時のプリ
ント教材に発展的
な内容を加えたり
、別のプリント教
材を準備したりす
るなどの工夫も見
られた。学校評価
アンケート（職員
）質問５「本校は
、宿題等を課すこ
とにより、学習習



習を行う。 慣の確立に努めて
いる。」は平均2.0
で過去回の結果を
大幅に下回ってい
る。学習習慣の確
立＝宿題ではなく
、定時制の状況に
応じて学習習慣を
確立するために、
どのような手段が
あるかの検討が急
務である。 

・指導力向
上や授業
充実に向
けた取組 

 
 

・授業評価の実施
及び結果の活用
はできたか。 

・生徒による授
業評価アンケ
ートを年１回
実施し、検証
する。 

 

・授業評価ア
ンケートの
結果をもと
に、教師同
士がアドバ
イスしあえ
る場面や仕
組みを調整
する。 

  
 Ｂ 

・12月に授業評価ア
ンケート（生徒）
を実施した。質問1
1「現在の授業は楽
しく、満足してい
る。」は平均3.35
で、昨年度と同じ
結果であった。授
業評価アンケート
の結果やTTの際の
気づきなどから教
師同士でアドバイ
スをしたり、生徒
からの要望などか
らICT活用実践をし
たりするなどの授
業改善を行った。 

・研究授業の充実
は図れたか。 

 

・本校の実情に
応じた研究授
業のあり方を
検討し、実施
する。 

・教務部で企
画、日程調
整を行い、
研究授業、
合評会を充
実させる。 

  
 Ａ 

・１０月に研究授業
（保健・体育、外
国語）を実施した
。研究授業後には
合評会を行い、気
づきやアドバイス
を共有した。学校
評価アンケート（
職員）質問７「本
校は、研究授業や
合評会を充実させ
、職員の指導力の
向上に努めている
」は平均3.3で、近
年で最も高い評価
を得た。１０月に
は公開授業週間も
実施した。定通文
化大会の準備と重
なっており公開す
る時間が少ないこ
と、生徒への配慮
のために参観する
ためには事前の申
し込みをすること
が課題である。今
年度の公開授業見
学者は１名であっ
た。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

・個々の能
力・適性
に応じた
就職・進
学指導 

・個々の能力を伸
長する取組と適
性に応じた就職
・進学指導がで
きたか。 

・日ごろの生徒
とのコミュニ
ケーションを
欠かさず、個
別のニーズに
応じて進学・
就職準備を進

・生徒が見通
しを持てる
よう、情報
を提供する
。 

・生徒のペー
スに寄り添

  
 Ｂ 

・定期的に面談を実
施しながら様々な
情報を提供するこ
とができた。その
一方で課題として
、生徒の不安を払
拭させる指導とし



める。 った進路学
習の支援を
行う。 

ては不足する点が
あった。 

・社会人と
して必要
な資質を
身に付け
働く意義
を知る取
組 

 
 

・社会的・職業的
自立に向け、必
要な基盤となる
能力や態度を育
てる。 

 

・学校生活全般
を通じて、自
らの役割を果
たせるように
する。 

・学校生活全
般を通じて
、自らの役
割を果たせ
るように役
割の大小を
問わず、一
人一役を働
きかける。 

  
 Ｂ 

・生徒会を中心に様
々なことを担当し
てもらうことがで
きた。課題として
、キャリア教育の
ＬＨＲや企業見学
の中で、役割や特
定の目的意識をも
たせてみたい。 

・望ましい
勤労観・
職業観の
育成 

・キャリア意識の
醸成は図れたか
。 

 

・未就労の生徒
にはインター
ンシップ参加
を勧める。 

・就労中の生徒
には声を掛け
、仕事と自ら
の関係の振り
返りを促す。 

・インターン
シップや就
労中の仕事
を通じ、振
り返りや問
題の解決を
通して望ま
しい勤労観
や職業観を
育成する。 

  
 Ｂ 

・労働法の学習を行
うなど、身近な学
習を通して意識の
向上を促すことが
できたのではない
かと感じる。課題
として、インター
ンシップや企業見
学を通してより就
労意識を高められ
るような指導も取
り入れたい。 

 
生徒  
指導 
 

・基本的生
活習慣の
確立を図
り、学校
生活への
適応を促
進 

 
 

・規範意識の醸成
は図れたか。 

 

・学校に楽しく
登校できる環
境作りを行い
、遅刻・欠席
を前年度の数
字より減少さ
せる。 

・生徒が互いに
周囲の生徒と
コミュニケー
ションを構築
し、楽しい学
校生活が送れ
るよう行事等
を工夫する。 

・ＳＮＳ等を正
しく使用でき
るようにする
。 

・各ホームル
ームで毎日
声かけを行
う。 

・各行事にお
いて生徒間
の会話の機
会を増やす
取り組みを
する。 

・ＳＮＳの利
用について
全校集会等
の機会を捉
え、正しい
使い方を指
導する。 

  
 A 

・職員からの積極的
な声掛けを継続し
て実施したことで
、職員と生徒のコ
ミュニケーション
が醸成され、円滑
な学校生活が送れ
ている。 

・SNS等の利用に関
しては全校集会等
の機会を捉え指導
を実施した。 

・機会を捉え、機会
を逃さないように
全職員で規範意識
の向上に取り組ん
できた。 

・一方的な指導では
なく生徒の話を聞
くこと事を重視し
、個別な対応が出
来た。 

・生徒理解のため
の取り組みは十
分か。 

 

・毎月「生徒連
絡会」を実施
し、全職員が
生徒の実態を
把握し、共通
理解を図り、
指導に役立て
る。 

・毎月、各担
任が生徒一
人ひとりの
職場・学習
・生活の状
況について
報告し、全
職員で情報
を共有し、
対応策を話
し合い、実
践する。 

 
 A 

・毎日の始礼、毎月1
回の生徒連絡会に
おいて全職員の共
通理解を図り、生
徒に対する理解を
深めている。 

・生徒のわずかな変
化を見逃さないよ
うに定期的な面談
、必要に応じた随
時の面談を実施し
た。 

・年間を通
した問題
行動の未
然防止 

 
 

・問題行動の未然
防止は図れたか
。 

 

・特別指導件数
を「０」にす
る。 

・連絡会で気に
なった生徒に
ついては、担

・生徒理解に
努め情報を
共有し、職
員の共通理
解のうえ事
前指導に重

  
 A 

・毎日の始礼、毎月1
回の生徒連絡会に
おいて全職員の共
通理解を図り、生
徒に対する理解を
深めている。 



任・生徒指導
部で早期に面
談等を実施し
、未然防止に
努める。 

点を置き、
早めに対応
をしていく
。 

・年間を通し
ての校内巡
視を実施す
る。 

・生徒のわず
かな変化も
見逃さず機
会を捉え指
導する。 

・特別指導件数は 
「０」であった。 

・生徒のわずかな変
化を見逃さないよ
うに定期的な面談
、必要に応じた随
時の面談を実施し
た。生徒にも一番
話しやすい職員に
悩み等を話すよう
に伝えている。 

・休み時間に校内 
巡視を行った。 

・交通事故防止は
図れたか。 

 

・事故件数を｢
０｣にする。 

・長期休暇前
や、全校生
徒が集まる
機会を捉え
、注意喚起
を行う。 

・交通安全教
室を実施し
交通事故防
止に努める
。 

  
 A 

・交通安全教室を開
催した。 

・今年度の交通事故
は発生していない
。今後も事故防止
を目指して指導し
ていく。 

・生徒会活
動及び学
校行事の
活性化 

・生徒会の主体的
な活動の支援は
できたか。 

・各種行事への
生徒会の積極
的な関与を促
す。 

・各種の行事
における企
画立案への
助言を行う
。 

  
 A 

・天草高校文化祭の
うどんバザーにお
いて昨年に続き地
元食材にこだわっ
たうどんを販売し
好評であった。 

人権教
育の推
進 

・職員の人
権感覚の
向上 

・職員研修の充実
は図れたか。 

 

・研修の機会を
確保する。 

・年４回の研
修実施。 

  
 Ａ 

・年４回の研修の実
施に加え、日々の
生徒情報の共有時
に様々な配慮をし
ながら人権感覚が
向上した。 

・「命を大
切にする
心を育む
指導」の
充実 

・命を大切にする
心を育む指導の
充実が図られた
か。 

・人権教育LHR
への参加100
％。 

・個別に手立
てを行う 
。 

・次につなが
る事後アン
ケートをと
る。 

 
 Ｂ 

・出席生徒が参加し
やすいよう、別室
での視聴なども準
備・利用した。毎
回事後アンケート
も実施、回収でき
た。 

いじめ
の防止
等 

・いじめ防
止基本方
針に則っ
た活動を
遂行し、
いじめの
ない学校
づくりを
推進する
。 

 
 

・いじめの未然防
止が図られたか
。 

 

・毎日の連絡会
において、生
徒の様子を報
告し、未然防
止に役立てる
。 

・連絡会にお
いて前日の
様子を全職
員で共通理
解し、指導
方針を決定
する。 

  
 A 

・各学期にアンケー
トを実施し、いじ
めの訴えは「１」
であった。 

・生徒理解に努め、
共通理解を深め、
日々の指導に生 
かしたことがい 
じめ防止に役立 
ったと思われる  

・学校生活全てにお
いて、いじめに関
しての高い感度の
アンテナを持つ必
要がある。 

・いじめの早期発
見の取組が、図
られたか。 

・年3回アンケ
ートを実施し
、考査期間に
全生徒の担任
面談を実施す
る。 

・アンケート
調査だけで
なく生徒が
安心して職
員に相談で
きる人間関
係の構築を

  
 A 

・アンケートにより
いじめが発覚した
が、素早い対応で
すみやかに解消し
た。今後も早期の
発見・対応に注力
していきたい。 



行う。 
特別支
援教育 

・インクル
ーシブ教
育の観点
を踏まえ
た、特別
な支援を
必要とす
る生徒へ
の適切な
対応 

 

・生徒一人ひとり
の実態把握に必
要な支援の実施
と、それを受け
た評価、改善の
実施ができたか
。 

 

・生徒連絡会で
月に一度情報
を共有し支援
方法を検討、
実践する。 

・学びのUD化
の視点を取り
入れた授業を
行う。 

・生徒の実態に
応じて個別の
支援計画、個
別の指導計画
等を作成し、
実践する。 

・支援につい
ての連絡会
、研修、外
部機関と連
携した支援
会議を毎学
期行う。 

・新入生に関
して、中学
校または前
籍校からの
引き継ぎが
ある生徒を
中心に個別
の支援計画
等を、担任
が作成する
。 

・教頭や特別
支援コーデ
ィネーター
を中心に個
別の支援及
び指導方法
について全
職員で共通
理解を図り
ＳＣ・ＳＳ
Ｗと連携し
支援体制を
整える。 

  
 B 
 

・生徒連絡会を月に
一度実施し、生徒
一人ひとりの実態
や生徒の状況につ
いて情報共有を行
い、支援方法の検
討及び実践につな
げることができた
。また、学びのUD
化の視点を取り入
れた授業づくりを
意識し、生徒の理
解度や特性に配慮
した指導を行うこ
とができた。 
一方で、支援会議
研修については計
画通り毎学期実施
するまでには至ら
ず、支援の評価・
改善を行う点に課
題が残った。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

・統合型コ
ミュニテ
ィ・スク
ール 

 
 
 

・地域連携の組織
づくり 

 

・学校運営の基
本方針に係る
教育活動の計
画等に関する
協議を充実さ
せる。 

・学校運営協
議会を年２
回開催し、
本校の教育
活動につい
て検討する
。 

・本校の教育
活動の現状
を把握する
ため、在校
生・保護者
・本校職員
への学校評
価アンケー
トを実施す
る。 

 
 Ｂ 

・学校評価アンケー
トの結果から、成
果としては、 
「人権教育」「安
全教育」「個別支
援」は生徒・保護
者から高く評価さ
れ、「進路支援（
情報提供・指導）
」も平均 3.3〜3.6
と安定した強みが
見られた。 
課題としては、「
学習習慣」「基礎
学力」の定着につ
いては、生徒・職
員が共通して課題
と認識していた。
また、「自治・学
校生活の充実」は
、生徒・保護者で
評価が低めであっ
た。さらに、「家
庭・地域との連携
」では、保護者の
授業参観評価と職
員の地域協力評価
がやや低く、今後
の改善ポイントと
なる。 

・高校間の
連携 

・地域への情報発
信 

 

・年間を通じて
生徒が地域ボ
ランティアや

・各方面から
の参加の案
内や地域広

 
 A 

・ボランティア参加
者は「すぐーる」
を活用して周知を



地域行事に参
加する。 

報などにつ
いて、「す
ぐーる」を
活用し、生
徒に周知し
、積極的な
参加を呼び
掛ける。 

行い、積極的にボ
ランティア活動の
参加を呼びかけ、
参加者は増加した
。 

健康安
全教育
の推進 

・健康に関
する意識
の高揚と
環境保全
意識の向
上 

 

・健康教育等の充
実は図れたか。 

 

・定期及び適時
の保健指導を
実施する。個
々の生徒の状
況や季節に応
じて、指導を
心がける。 

・年３回学期
始めに生活
習慣チェッ
クを実施し
、気になる
生徒につい
ては個別に
保健指導を
行う。 

・月１回「保
健だより」
を発行する
。 

・保健室前掲
示板を活用
する。 

  
 Ｂ 

・生活習慣チェック
は、遅刻などで記
入を忘れてしまう
生徒がいるため、
把握しつつ個別に
指導していった。 

・保健だよりは毎月
季節や実態、行事
に合わせた内容を
話題にしている。 

・保健室前掲示板は
、１～２ヶ月に１
回の貼り替えを行
っている。今年度
はテーマを設けず
、実態に応じて掲
示物を変えた。な
るべく動きのある
ものを掲示してい
るが、配置が変わ
っていたり使った
形跡があった。 

・学校給食の充実
は図れたか。 

・栄養面を考え
た上で、可能
な限り生徒が
希望する補食
内容にする。 

・生徒の要望
を定期的に
聴取し、予
算の範囲内
でパン・ジ
ャム等の種
類を変更す
る。 

  
 Ａ 

・予算の都合上、ジ
ャムがない日があ
ったが、味付きの
パンを多くするな
どの工夫を行った
。また、パンが小
さくなったので足
りているか心配で
ある。 

・内容については、
時々生徒から直接
意見を聞き、牛乳
・ジュースの回数
やジャムの種類を
変えるようにして
いた。 

・環境教育の充実
は図れたか。 

・年２回のエコ
スクール週間
を中心に、生
徒の環境意識
を向上させる
。 

・エコチェッ
クアンケー
トの実施と
環境ＩＳＯ
委員会によ
る集計・検
証・改善を
行う。 

・入学式で新
入生の花道
を飾るため
の花の球根
植えを行う
。 

  
 Ｂ 

・エコスクール週間
の第２回をテスト
期間中に設定して
しまったため、回
収率が下がってし
まった。エコスク
ール週間中、環境
を意識して取り組
むことができた。 

・チューリップ球根
植えは、一人一鉢
にしており、生徒
たちも意欲的に取
り組んでいた。 

・体力向上
と安全教
育の推進 

 
 

・安全教育等の充
実は図れたか。 

 

・交通安全教育
、薬物乱用防
止教室を実施
する。 

・心肺蘇生法の

・生徒指導部
、保健体育
部及び関係
機関と連携
を図りなが

  
 A 

・５月、交通安全教
室は交通ルールと
危険予知トレーニ
ングを通して交通
事故未然防止に努



講習会を開催
する。 

ら企画する
。 

めた。 
・１２月薬物乱用防

止教室については
、学校薬剤師をお
呼びして話をして
いただいた。「危
険ドラッグ」等に
ついて分かりやす
く説明をいただき
生徒たちもしっか
り聞いている様子
が見られた。 

・７月に心肺蘇生法
やAEDの使用など
の応急手当の講習
・実践を行う。 

・体力・気力の向
上は図れたか。 

 

・定通体育大会
、マラソン大
会等、体育行
事に積極的に
参加させる。 

・保健体育部
が中心とな
り生徒の健
康状態を把
握し、生徒
一人ひとり
に応じた計
画的な指導
を行う。 

  
 A 

・定通体育大会、校
内マラソン大会、
ボウリング大会等
体育的行事を実施
し、生徒は積極的
に参加していた。 

・体育の授業におい
て積極的な活動を
行い、体力の向上
を図った。 

・体育の授業の初め
に１０分間走を実
施し、持久力の向
上を図った。 

 
４ 学校関係者評価 
（１）積み重ねが十分でない生徒や、生活力・基礎学力・保護者の支援力に課題のある生徒

に対して、教師がゆっくり、じっくり、我慢強く育成にあたっている点が評価された
。 

 
（２）ホームページで、取得可能な資格や身につく力をより分かりやすく発信し、受検生へ

の広報をさらに強化してほしいとの意見があった。 
 
（３）いじめ・不登校が課題として挙げられ、コミュニケーション力、判断力、予測する力

などの育成を期待する声が寄せられた。 
 
（４）定通文化大会の意見発表者が「教師になりたい」と述べていたことについて、その夢

の実現に向けた支援状況に疑問があったが、本校に14～17時の課外・学習環境が整備
されていることを初めて知り、評価された。 

 
（５）定時制の受検者数が昨年3名から今年10名に増加したことは、これまでの地道な取組

の成果であり、大変喜ばしいとの評価があった。 
 

５ 総合評価 
   本年度は、授業改善・生徒理解・安心安全な学級づくりを中心に、教職員が組織的に

取り組んだことで、学校全体の教育活動に一定の成果が見られた。 
 
（１）授業改善の進展 

１年次のTT活用、基礎学力に応じた個別補習、ICT活用の工夫などにより、生徒アン
ケートでは「説明の分かりやすさ」「授業の見通し」「話しやすさ」など複数の項目
が前年度より改善した。ユニバーサルデザイン（UD）を意識した授業づくりへの準備
も進み、来年度のさらなる授業改善につながる基盤が整った。 

 
（２）キャリア教育の充実と支援 

面談の計画的実施や進路情報の提供が定着し、生徒の進路への見通しを持たせる指導
が進んだ。特に三者面談や追加LHRなど、卒業年次への支援が強化された。一方で、
インターンシップ等の参加は改善途中であり、今後の充実が求められる。 

 



（３）生徒理解に基づく生活・安全指導の成果 
毎日の始礼、月１回の生徒連絡会を通じて生徒理解が深化し、特別指導件数「０」を
継続するとともに、いじめ事案も早期に把握し解消できた。SNS指導や交通安全教育
も継続して実施したことで、今年度の交通事故も「０」であった。 

 
（４）地域連携・広報の強化 

ホームページの毎日更新、「すぐーる」による迅速な情報発信、「定時制新聞」の継
続発行など、広報の質が向上した。これらの積み重ねにより、定時制受検者数が増加
するなど、学校への信頼と認知の向上に繋がった。 

 
６ 次年度への課題・改善方策 
（１）学習習慣の確立 

本校の生徒は学習歴や生活背景が多様であり、学習習慣の定着にはまだ大きな個人差
が見られる。授業のユニバーサルデザイン（UD）に向けた準備は進んだものの、来年
度は授業構成の明確化、スモールステップの設定、振り返りの充実などを通して、生
徒が「わかった」「できた」を実感できる授業改善をさらに強化する必要がある。ま
た、基礎的・基本的な内容に不安を抱える生徒に対しては、始業前の個別指導や短時
間補習を継続し、欠席や生活リズムの乱れによる学びの遅れを最小限にする学習支援
体制を整備する。ICTの活用も引き続き進め、個々の状況に応じた学習方法を保障しな
がら、学習習慣の確立を図る。 
 

（２）生徒にとって安心・安全な学校づくり 
生徒が安心して学校生活を送れる環境を整えることは最優先の課題である。不安感や
対人関係の悩みから不登校傾向を示す生徒もおり、背景には孤立感やコミュニケーシ
ョン不安が見られる。いじめは早期対応により深刻化を防げているが、SNSに起因す
るトラブルは今後も注意が必要である。来年度は、毎日の始礼・月１回の生徒連絡会
を継続することで、生徒の状況を職員間で共有し、迅速な支援につなげる体制を維持
する。また、SC・SSWとの連携をさらに強化し、必要な生徒には計画的な面談を設定
することで心理的安全性を高める。加えて、HRで「話せる場」「つながる活動」を意
図的に取り入れ、安心して過ごせる人間関係づくりを推進する。 

 
（３）個別支援体制の強化（キャリア教育） 

生徒のキャリア形成や進路決定には個々の不安や課題が大きく影響するため、個別支
援体制の強化は重要な課題である。進路面談は計画的に実施されているものの、卒業
年次には不安が増大し、支援が後手に回る傾向がみられる。来年度は、二者面談に加
えて早期の三者面談を導入し、２学期から進路の見通しを持たせる支援を開始する。
また、インターンシップや企業見学の参加率向上に向けて地域事業所との連携を広げ
、職業体験の機会を安定的に確保する。さらに、アルバイト生徒に対しては労働法教
育や生活リズムの支援を行い、働きながら学ぶ生徒の個別事情に寄り添った支援を強
化する。キャリア教育の内容も学年実態に応じて再構成し、生徒が自己理解と将来の
見通しを深められるようにする。 

 
（４）保護者との連携強化 

次年度に向けた最大の課題は、保護者との連携の希薄さである。「すぐーる」未登録
の保護者が４名おり、学校からの情報が十分に届かない状況が生じている。また、学
校評価アンケートの提出が８／24と大幅に低下し、学校の教育活動に対する理解や関
心を高める必要がある。来年度は、まず未登録家庭への個別フォローを行い、確実に
登録を完了させる。そのうえで、HPや「すぐーる」での発信内容を「今日の学び」「
日々の生徒の成長」「学校での取り組み」など、保護者が関心を持ちやすい内容に改
善する。アンケート回収率向上のため、紙とQRコードの併用、配付時期の工夫、担任
からの個別声かけを実施する。また、生徒会によるブログ投稿や学校紹介活動など、
生徒主体の発信を取り入れ、保護者が学校を身近に感じられる環境を整えることで、
信頼関係の構築を図る。 

。 


